
学校教育自己診断の結果と分析［令和６年 12 月実施］ 

 
R６学校教育自己診断の回答より ※年度（％）…（生徒回答） 
 
問１. 学校へ行くのが楽しい。 

生徒回答：R4(75) R5（85）R6（69.9） 
(R６三者比較)生徒(69.9)  保護者(68.8) 教員(82.9) 

※毎日登校している生徒は、学校生活を楽しめているようである。 
 

 
問２．授業はわかりやすく工夫されている。 

  生徒回答：R4(78) R5（75）R6（82.2） 
     (R６三者比較)生徒(82.2)  保護者(54.4) 教員(100.0) 
※教員が多様な生徒に対して苦慮しているが、成果が少しずつ出ている。 
また、多くの授業で ICT 機器を用いた授業が展開されており、理解力の向上につながっている

と考えられる。こうした取り組みを継続していくとともに、保護者の理解を得ることができるよ
うに、保護者が授業を見学する機会等を拡大していく必要がある。  
 

 
問３．将来の進路や生き方について、学んだり考えたりする機会がある。 

生徒回答：R4(83) R5（87）R6（82.6） 
     (R6三者比較)生徒(82.6) 保護者(74) 教員(90.2) 

※１年生から段階を追っての進路指導が実現しつつある。進路行事も早い段階で実施しており
進路実現に向けての意識は高まっている。今後は、３学年以外の保護者への啓発活動の強化が
必要と思われる。 
 

 
問４．学校の決まりやルールは適切である。 

   生徒回答：R4(78) R5（72）R6（79.9） 
     (R6三者比較)生徒(92.2) 保護者(58.4) 教員(70.7) 
※生徒一人ひとりの自覚もあるが、教員はルールを守らせる立場にあり、ぶれのない指導体制の
積み上げが課題である。生徒と教員の認識に大きな差がある。ルールや指導が適切であるかの検
討を定期的におこなう必要がある。 
 
 

問５．命の大切さや社会のルールについて学習する機会がある。 
 生徒回答：R4(89) R5（90）R6（86.8） 

   (R6三者比較)生徒(86.8) 保護者(76.8) 教員(95.1) 
※人権教育は、全項目で行っている。教えるべき内容が多様化し、今年度は、闇バイトやスマホ
依存等の学習が増えた。 
 

 
問６．先生や学校は、いじめにしっかり対応してくれる。 

生徒回答：R4(84) R5（88）R6（84.5） 
   (R6三者比較)生徒(84.5) 保護者(72.8) 教員(97.6) 
※生徒が安心して過ごすことができるように教員による見守りも増やして対応している。 
いじめ対策チームによる啓発からいじめに対する教員間での共通理解が深まり、どの学年でも即
時対応できるようになっている。 
 

 
問７．悩みや相談に応じてくれる先生がいる。 

生徒回答：R4(77) R5（81）R6（83.1） 
   (R6三者比較)生徒(83.1) 保護者(72.8) 教員(90.2) 
※生徒からの相談にはていねいに対応できている。気づきと情報共有、教員から生徒へのさらな
る声掛けを継続していく。また。ＳＣやＳＳＷとの連携をこれまで以上に強化していく。 

 
 
 
問８．体育祭や文化祭は楽しい。 
生徒回答：R4(84) R5（85）R6（85.8） 

   (R6三者比較)生徒(85.8) 保護者(68.8) 教員(78.1) 
※行事に関しては、生徒も満足度は高い。直前にホームルームをしっかりとり、取り組む時間を
確保したことも大きい。生徒にとって、魅力とやりがいのある文化祭と体育祭を支援していきた
い。 



 
問９．福泉高校では、生徒指導において、家庭との連携ができている。  

  (R6二者比較)保護者(77.6) 教員(92.7) 

※些細なことでも家庭との連携を密にすることによって、生徒一人ひとりに応じた指導を行っ

ている。 

 

問 10（生徒のみ） 学校は 1人 1台端末（クロームブック）を効果的に活用している。 
生徒回答：R4(73) R5（74）R6（83.1） 

   ※授業だけでなく、ホームルーム活動や行事にも有効的に活用できている。 
  （オープンスクールにおいても） 
 
 

問 11（保護者のみ） 福泉高校の授業参観や学校行事に参加したことがある。 

保護者回答：R4(33) R5（44）R6（42.4） 

  ※今年度は、保護者参加の絶対数は増えているが、アンケートの分母が増えているので成果は

見えにくい。 

 

問 12（教員のみ） 教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に生かしている。 

※年々課題が増えてゆき、対応しきれていない面もあるが、今年度から、ＰＤＣＡサイクルを

意識した総括や、次年度計画を強く意識している。 

 

問 13（教員のみ） 年間の学習指導計画について、各教科で話し合っている。 

    教員回答：R4(79) R5（79）R6（75.6） 

 

※学習計画は、生徒の変化に対応することができるように、時間をかけて作成している。 

   しかしながら、生徒指導にかかる時間が多くて、まだまだ不足している。 
 

 


